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	報 告 者 氏 名
	宇田川　真帆

	大 会 名
	IODA  EUROPEAN  CHAMPIONSHIP  2012

	開 催 地
	リニャーノ　サッビアロード　　イタリア

	大 会 期 間
	2012年　6月30日～7月8日


	開催地域の様子
	とても広いスポーツ村にビーチが隣接しており、出艇場所までは便利でした。常に、いろんな目的で
集まった子どもたちがいる環境（サマーキャンプやスポーツアカデミーなど開催）で、とても活発で明るい雰囲気でした。

	宿泊場所
	大会本部からJAPANチームの宿までは、距離があり多少不便でしたが、宿から出て目の前が艇置場所でしたので助かりました。ベッドは宿泊人数より多く設置しており、ユニットバスやクロゼットが設置され機能的でした。冷房、冷蔵庫は付いておらず、TVは電源がきていませんでした。

	大会の対応は
	艇置場所が、離れた場所でしたので出艇の動きが全く分からない状態でしたが、大会３日目に配慮いただき、艇置場所を移動することができました。
英会話は、こちらが理解しやすいよう、何回もゆっくり繰り返してくれました。

	選手たちの

 コンディションは？
	熱波が来ていたため、決して程よい気温ではありませんでした。部屋には冷房が無く、冷蔵品も与えることもなかなか出来ませんでしたが、それほど食欲を落とさず、体力を消耗した様子も無く、最終日まで過ごしていた様子に見えました。

	役員として気をつけたことは？
	毎朝のチームリーダーミーティングでは、聞き落とす事が無い様に、ミーティング後でも

他国のリーダーや、本部に内容についての確認を行いました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	海外遠征が慣れているのか、とてもフレンドリーでした。　
今回、プロテストに同席しました。審問の結果は相手の失格となりましたが、終了後の相手選手の、ジュリーや私達、日本人選手への対応はとても敬意を感じるすばらしいもので勉強になりました。

	日本の選手を見て感じたことは？
	ルールや、マナーを理解し、守ろうとしていると感じました。

	Spare dayの過ごし方は？
	宿泊施設内には、プール、サッカー場、バスケットなど出来る場所がありましたので、海外の選手と
自然にスポーツをしたり、Tシャツなどの交換を通して、交流して過ごすことが殆どでした。

	日本チームとして

の課題
	プロテストで、必要とされる最低限の会話（自分の意見を英語で伝える。例えば、知りません。

見ていません。覚えていません。距離や数の表現など・・・）を、身に付けると良いのでは。

	ＪＯＤＡへの要望
	上記のご指導をご検討下頂ければと思います。

	その他　
	JODAの方のバックアップをいろいろな場面で、感じることが出来ました。
今回参加させていただき、貴重な体験となりました。ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会
